
　	
　梶原悠未さん　（2015・2017・2018年度奨学生)	

　　今村駿介さん　　（2016年度奨学生）	
　　　　	
　　　第87回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース 	
	
　　　2018年9月8日（土）・9日（日）	
　　　静岡県伊豆ベロドローム	

トラックレースの種目別日本一を決める	
国内最高峰の大会で、チャンピオンを目指す	

●出場種目について●	
1	名につき個人種目 2	種目に加え、団体種目 1	種目、ペア種目(マディソン)1	種目の最大 4	種目まで申
込みができる。ただしタイム・ト ライアル系種目については、2	種目を超えてのオープン参加の申込みがで

きる。 	
梶原さんの出場種目＝個人パーシュート（個人追抜き競争）、ポイント・レース（女子20km)、チーム・スプリ

ント、マディソン	
今村さんの出場種目＝個人パーシュート（個人追抜き競争）、ポイント・レース（男子30km)、チーム・パー
シュート、マディソン	

1周250mの板張り
のトラック	

かじはら　　　　ゆうみ　	

　2020年東京オリンピックの
会場となる伊豆ベロドローム
で開催されたこの大会は、各
大会で結果を残したトップク
ラスの選手のみが出場を許
され、日本一を決する国内最
高峰の大会だ。	
　梶原さんも今村さんもナ
ショナルチームメンバーとし
て今や主戦は海外だが、国
内選考にも関わるこの大会
では、結果を残しておきたい
ところだ。	



梶原悠未さん	

出場全種目で優勝！	
日本チャンピオンたる実力を示す	

●個人パーシュート	
自己の持つ大会記録を更新して優勝。「ギアを重くし
たらもっと速くできる」と余裕を見せました	
	
＜種目説明＞!
女子は3km、男子は4km。 楕円形の競技場のホー
ム・ストレッチと、反対側のバック・ストレッチから相対
する2名の選手が合図ととも にスタートし、お互い前

にいる選手(対戦相手)を力の限りを尽くして追い抜く
レース。追いつかない場合は、 所定の距離を完走し、

その完走タイムで勝敗が決まる	

　前月のアジア競技大会で
優勝を手にした梶原さん。視
線の先には「ワールドカップ
 」「その先のオリンピック」が

常にあり、国内大会では優
勝のみが目標だ。結果は有
言実行の全種目優勝！「ア
ジア競技大会の疲れが残っ

ているし、筋トレでの筋肉痛
がひどくて（笑）」も全く問題な
しだった。おめでとうございま
す！	

●マディソン	
ペアは個人パーシュート決勝で競った	
橋本選手。「アジア競技大会での反省	
を活かして交代のタイミングを合わせ、	
確実にポイントを決められました」。	
圧巻だったのは終盤に梶原さんがグ	
イっとスピードを上げて他チームを周	
回遅れにさせた場面。大量得点を獲	
得して魅せました	
	

＜種目説明＞!
ポイント・レースを2人1組で交代しな	
がら、行う種目。	

名前の由来は、マディソン・スクエア・	
ガーデン（ニューヨーク）で人気種目	
だったこと。走路を上段と下段に分	

割し、下段はレース展開エリア、上段	
は休憩エリアとして、スピードを落とさないように交代しながら得点やラップを重

ねる。　交代するときのパートナーへの合図やタッチの方法も楽しめるポイント。	



梶原悠未さん	

●ポイントレース20km	
10周ごとに設けられているポイント周回全てを1位で通
過し、完全優勝を成し遂げました。あまりの強さに会場

が息をのみました	
	
＜種目説明＞!
女子20km	男子40kmを複数選手によって競う。成績は
レース中に設けられているポイント周回で与えられる

得点の合計で決められる(1位通過=5点、2位通過=3点、
3位通過=2点、4位通過=1点)。その他、周回UPした選

手には20	点が与えられる。得点合計が同じ場合は、
ゴール時の着順で優劣をつける 	

●チーム・スプリント	
茨城チームとして出場して、大会新記録で優勝。なん
と、練習はナシだったそう	
	
＜種目説明＞!
女子は1 チーム2名で2周する。先頭が１周引いた後
に、もう1人が走りきってゴールしたタイムの優劣で勝
敗が決まる	



梶原悠未さん	



今村駿介さん	

ポイントレース3位、チームパーシュートで2位。	
優勝できなかった悔しさを次への糧に！	

●ポイントレース30km	
ポイント周回で点を重ねて
ていましたが、最後は疲れ

た様子も・・・。でも3位、お
めでとうございます！	

●チームパーシュート 4km	
今村さんは中央大学チームと
して出場。予選2位で、決勝戦

に進出。決勝では日本記録を
狙う実業団チームに追われる

展開となり2位。	
	
＜種目説明＞!

1チーム4人で、反対側スター
トの対戦チームを追いかける。

効果的な選手交代や個人の
ペース配分を考慮したチーム
ワークが鍵。追いつけない場

合はゴール時の3番目の選手
のタイムで優劣を決定 
	

　今村さんは個人２種目と団
体２種目に出場して、メダル
を２つ獲得。実業団選手も活
躍する男子エリートの中で存

在感を示したが、表彰台では
悔しさを滲ませていた。きっと
この経験を次への糧にしてく
れるはず！	

●個人パーシュート4km	
７位	
	
●マディソン（右写真）	
今村さんは福岡県チームで出場。ポイント周回

で１位ポイントを取るなど半ばまで3位でしたが
最後に競り負けて４位となりました。上位の実
業団チームに比べてペアの練習が足りなかっ

たのかも？	

右端が今村さん	



今村駿介さん	


